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【科目】応用物理 II

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】環境都市工学科・4 年次
【担当教員】

五十嵐 睦夫

【授業目標・教育方針】
広く工学分野に従事するにあたり押さえておくべき電磁気現象を学ぶ。机上の理論ばかりでなく、実感のこもった理
解を得ることを目標とする。

【授業概要】
初歩的電磁気学の内容は、電荷が静止している場合に見出される法則に加え、電荷が運動している場合にのみ見出さ
れる法則を順序良く学ぶことによって初めて全体像が理解される。本授業では基本的にそのような順序で学習を進め
るが、時間的制約により大変に駆け足の展開にならざるを得ない。このクラスにおいては電磁気学が専門的に必要と
される学生は少数であろうことを考慮し、式変形に熟達することよりも体感を伴った理解につながることを目指す。

【教科書・教材・参考書 等】
ゼロからの電磁気学 I：岩波書店：出口哲生、和達三樹、十河清：ISBN4-00-006698-6：教科書

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
座学が基本だが、演示実験を取り入れることを試みる。また、装置に触って実感を伴った理解をしてもらうことも念
頭に置く。

【備考】
中間成績においては、中間試験の結果を 100% で反映させる。ただし、その点数はあくまで参考成績であり、期末成
績がどう変化するかを示すものではない。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(c) 数学，自然科学および情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力

【授業計画】（授業名：応用物理 II）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 ～ 3 クーロンの法則 電荷と試験電荷
クーロンの法則
電場

レポート

4 ～ 6 ガウスの法則 電束密度と電束
面積分
流速密度の法則
ガウスの法則

レポート

7 ～ 8 静電ポテンシャル 静電ポテンシャルの定義
静電ポテンシャルと電場の関係

中間試験

9 ～ 11 直流電流と磁場 電流と電荷の関係
直線電流による磁場
アンペールの法則

レポート

12 ～ 13 電磁誘導と交流回路 電磁誘導の法則
変位電流

レポート

14 ～ 15 交流回路 キャパシタンスとインダクタンス
インピーダンスとリアクタンス
共振回路

期末試験
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